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1. 2023年3月期の連結業績（2022年4月1日～2023年3月31日）

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

経常収益 経常利益 親会社株主に帰属する当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年3月期 287,386 ― 73,964 ― 52,397 ―

2022年3月期 ― ― ― ― ― ―

（注）包括利益 2023年3月期　　82,234百万円 （―％） 2022年3月期　　―百万円 （―％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後

1株当たり当期純利益
自己資本

当期純利益率
総資産経常利益率

経常収益
経常利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2023年3月期 92.92 91.01 4.6 0.4 25.7

2022年3月期 ― ― ― ― ―

（参考） 持分法投資損益 2023年3月期 417百万円 2022年3月期 ―百万円

（注）当社は2022年10月3日設立のため、2022年3月期の計数及び対前期増減率は記載しておりません。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年3月期 15,654,886 1,148,105 7.3 2,050.65

2022年3月期 ― ― ― ―

（参考） 自己資本 2023年3月期 1,147,832百万円 2022年3月期 ―百万円

(注1）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末新株予約権）を期末資産の部合計で除して算出しております。

　　　なお、本「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。

（注2）当社は2022年10月3日設立のため、2022年3月期の計数は記載しておりません。

(3) 連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2023年3月期 △72,490 △426,789 △61,878 1,568,687

2022年3月期 ― ― ― ―

（注）当社は2022年10月3日設立のため、2022年3月期の計数は記載しておりません。

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産
配当率
（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2022年3月期 ― ― ― ― ― ― ― ―

2023年3月期 ― ― ― 15.00 15.00 8,396 16.1 0.7

2024年3月期(予想) ― 17.00 ― 17.00 34.00 33.7

（注1）当社は2022年10月3日設立のため、2022年3月期及び2023年3月期第2四半期末までの計数は記載しておりません。

（注2）2023年3月期は、単独株式移転により当社の完全子会社となった株式会社静岡銀行が1株当たり15円（配当金総額8,462百万円）の中間配当を実施
しています。当社の期末配当と合計した場合、年間配当金は1株当たり30円、配当金総額は16,858百万円、配当性向（連結）は32.2％、純資産配当率（連
結）は1.5％に相当します。

（注3）2023年3月期の期末配当にあたり当社は臨時決算を行い、利益を分配可能額（利益剰余金）に算入する予定です。



3. 2024年 3月期の連結業績予想（2023年 4月 1日～2024年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

経常利益 親会社株主に帰属する当期純利益 1株当たり当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 38,600 ― 27,000 ― 48.55

通期 80,000 8.1 56,000 6.8 100.86

（注）当社は2022年10月3日設立のため、第2四半期（累計）の対前年同四半期増減率は記載しておりません。

※ 注記事項

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　：　無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　有

② ①以外の会計方針の変更 　：　無

③ 会計上の見積りの変更 　：　無

④ 修正再表示 　：　無

注）詳細は、添付資料11ページ「３．（５）連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年3月期 595,129,069 株 2022年3月期 ― 株

② 期末自己株式数 2023年3月期 35,390,025 株 2022年3月期 ― 株

③ 期中平均株式数 2023年3月期 563,848,128 株 2022年3月期 ― 株

（注1）当社は2022年10月3日設立のため、2022年3月期の計数は記載しておりません。

（注2）普通株式の期中平均株式数は、当社が2022年10月3日に単独株式移転により設立された会社であるため、会社設立前の2022年4月1日から20

22年10月2日までの期間については、株式会社静岡銀行の期中平均株式数を用いて計算し、2022年10月3日から2023年3月31日までの期間について

は、当社の期中平均株式数を用いて計算しております。

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述については、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

　実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当社は、グループ各社の自立と連携によるグループ経営の更なる強化を図りつつ、経営環境に応じた柔軟かつ強

固なガバナンス体制を構築し、地域の成長に貢献する新たな事業領域を拡大していくことで、「すべてのステーク

ホルダーの価値の最大化」を目指し、2022年10月３日に静岡銀行の単独株式移転により設立されました。

当グループは、持株会社体制において、これまで進めてきたグループ経営をさらに進化させるとともに、ステー

クホルダーとの協働を通じて、新たな社会価値を創造し、持続的な成長を実現する総合金融グループへの発展を目

指してまいります。

当連結会計年度の連結経営成績につきましては、経常収益は2,873億86百万円、経常費用は2,134億22百万円とな

りました。

この結果、経常利益は739億64百万円、親会社株主に帰属する当期純利益は523億97百万円となりました。

報告セグメントの損益状況につきましては、「銀行業」の経常収益は2,445億92百万円、セグメント利益は705億6

百万円となりました。また、「リース業」の経常収益は362億6百万円、セグメント利益は15億66百万円となりまし

た。

なお、当連結会計年度の連結経営成績は、単独株式移転により完全子会社となった静岡銀行の中間期の連結経営

成績を引き継いで作成しております。

（２）当期の財政状態の概況

当連結会計年度末の財政状態につきましては、総資産は15兆6,548億円となり、負債は14兆5,067億円となりまし

た。また、純資産は1兆1,481億円となりました。

なお、グループの中核である静岡銀行の主要勘定の特徴は以下のとおりです。

〇貸出金

地域とともに成長する総合金融グループとしての責任を果たすべく、地域のお客さまに対する安定的な資金供給

に取り組んでまいりました。当年度末の貸出金残高は、中小企業向け貸出金の増加などにより初めて10兆円台に到

達し、前年度末に比べ5,292億円増加の10兆630億円となりました。

〇預金等（譲渡性預金を含む）

主な資金調達手段である預金に関しては、将来的に人口減少や相続の発生などにより地方から預金が流出するこ

とが予想されるため、チャネルの多様化を進めております。

当年度末の預金等残高は、法人ならびに個人向け預金の増加などにより前年度末に比べ2,428億円増加し、11兆

8,254億円となりました。また、個人のお客さまの多様なニーズにおこたえするため、個人年金保険、投資信託など

の商品を幅広く提供してまいりました。

この結果、預金等を含めた個人のお客さまからの預り資産残高は、前年度末に比べ1,338億円増加し、8兆6,877億

円となりました。

〇有価証券

当年度末の有価証券残高は、米国長期金利の上昇により外国債券の評価損益が悪化したことを受け、一部を実現

損として計上し処理しましたが、国債の増加などにより前年度末に比べ6,307億円増加し、2兆9,476億円となりまし

た。

有価証券につきましては、健全かつ安定的なポートフォリオの構築を図りつつ、相場動向に応じた適切な運用に

努めてまいります。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当年度の連結キャッシュ・フローにつきましては、貸出金の増加などにより「営業活動によるキャッシュ・フロ

ー」は724億円のマイナスとなりました。また、有価証券の取得などにより「投資活動によるキャッシュ・フロー」

は4,267億円のマイナスとなり、配当金の支払いや新株予約権付社債の償還による支出などにより「財務活動による

キャッシュ・フロー」は618億円のマイナスとなりました。

この結果、「現金及び現金同等物の期末残高」は1兆5,686億円となっております。
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（４）今後の見通し

2024年３月期の連結業績予想については、経常利益800億円、親会社株主に帰属する当期純利益560億円を予想し

ております。

なお、業績修正が必要となる場合は速やかに開示いたします。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当グループは、当面、日本基準を採用する方針であります。

なお、ＩＦＲＳの適用につきましては、ＩＦＲＳ導入に関する動向を注視しつつ、国際的な会計関連情報の収集

と研究活動を継続してまいります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

当連結会計年度
(2023年３月31日)

資産の部

現金預け金 1,747,165

コールローン及び買入手形 200,866

買入金銭債権 49,184

特定取引資産 10,895

金銭の信託 110,095

有価証券 2,996,076

貸出金 10,037,128

外国為替 7,903

リース債権及びリース投資資産 84,379

その他資産 258,279

有形固定資産 54,338

建物 22,790

土地 18,910

リース資産 20

建設仮勘定 2,434

その他の有形固定資産 10,182

無形固定資産 42,199

ソフトウエア 41,819

その他の無形固定資産 380

退職給付に係る資産 13,844

繰延税金資産 3,242

支払承諾見返 91,672

貸倒引当金 △52,336

投資損失引当金 △49

資産の部合計 15,654,886

負債の部

預金 11,705,070

譲渡性預金 65,104

コールマネー及び売渡手形 172,557

売現先勘定 385,270

債券貸借取引受入担保金 466,781

特定取引負債 6,319

借用金 1,325,573

外国為替 540

社債 44,932

信託勘定借 141

その他負債 157,526

退職給付に係る負債 3,879

役員退職慰労引当金 439

睡眠預金払戻損失引当金 485

偶発損失引当金 1,324

ポイント引当金 288

特別法上の引当金 11

繰延税金負債 78,860

支払承諾 91,672

負債の部合計 14,506,781
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(単位：百万円)

当連結会計年度
(2023年３月31日)

純資産の部

資本金 90,000

資本剰余金 55,462

利益剰余金 805,354

自己株式 △33,607

株主資本合計 917,209

その他有価証券評価差額金 227,948

繰延ヘッジ損益 △1,387

為替換算調整勘定 3,242

退職給付に係る調整累計額 818

その他の包括利益累計額合計 230,622

新株予約権 272

純資産の部合計 1,148,105

負債及び純資産の部合計 15,654,886
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
当連結会計年度

(自 2022年４月１日
　至 2023年３月31日)

経常収益 287,386

資金運用収益 158,608

貸出金利息 117,069

有価証券利息配当金 33,592

コールローン利息及び買入手形利息 1,572

買現先利息 △0

預け金利息 5,569

その他の受入利息 805

信託報酬 2

役務取引等収益 76,939

特定取引収益 3,723

その他業務収益 26,824

その他経常収益 21,287

償却債権取立益 31

その他の経常収益 21,256

経常費用 213,422

資金調達費用 39,719

預金利息 18,355

譲渡性預金利息 1,067

コールマネー利息及び売渡手形利息 2,210

売現先利息 8,409

債券貸借取引支払利息 245

借用金利息 2,300

社債利息 1,365

新株予約権付社債利息 717

その他の支払利息 5,046

役務取引等費用 39,596

その他業務費用 26,616

営業経費 95,857

その他経常費用 11,631

貸倒引当金繰入額 4,543

その他の経常費用 7,088

経常利益 73,964

特別利益 186

固定資産処分益 186

特別損失 830

固定資産処分損 571

減損損失 258

税金等調整前当期純利益 73,320

法人税、住民税及び事業税 20,060

法人税等調整額 808

法人税等合計 20,868

当期純利益 52,452

非支配株主に帰属する当期純利益 54

親会社株主に帰属する当期純利益 52,397
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)
当連結会計年度

(自 2022年４月１日
　至 2023年３月31日)

当期純利益 52,452

その他の包括利益 29,782

その他有価証券評価差額金 34,530

繰延ヘッジ損益 △1,612

為替換算調整勘定 △1,552

退職給付に係る調整額 △1,818

持分法適用会社に対する持分相当額 236

包括利益 82,234

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 82,215

非支配株主に係る包括利益 19
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（３）連結株主資本等変動計算書

　当連結会計年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 90,845 54,884 769,036 △29,030 885,735

当期変動額

連結子会社株式の取得

による持分の増減
△270 △270

剰余金の配当 △16,078 △16,078

親会社株主に帰属する

当期純利益
52,397 52,397

自己株式の取得 △4,705 △4,705

自己株式の処分 2 128 131

資本金から資本剰余金

への振替
△845 845 -

株主資本以外の項目

の当期変動額（純額）

当期変動額合計 △845 578 36,318 △4,577 31,473

当期末残高 90,000 55,462 805,354 △33,607 917,209

その他の包括利益累計額

新株予約権
非支配株主

持分
純資産合計その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

為替換算

調整勘定

退職給付に係

る調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 193,717 223 4,226 2,637 200,804 318 1,388 1,088,247

当期変動額

連結子会社株式の取得

による持分の増減
△270

剰余金の配当 △16,078

親会社株主に帰属する

当期純利益
52,397

自己株式の取得 △4,705

自己株式の処分 131

資本金から資本剰余金

への振替
-

株主資本以外の項目

の当期変動額（純額）
34,231 △1,611 △983 △1,818 29,818 △45 △1,388 28,383

当期変動額合計 34,231 △1,611 △983 △1,818 29,818 △45 △1,388 59,857

当期末残高 227,948 △1,387 3,242 818 230,622 272 - 1,148,105
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
当連結会計年度

(自 2022年４月１日
　至 2023年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 73,320

減価償却費 17,965

減損損失 258

持分法による投資損益（△は益） △417

貸倒引当金の増減（△） △1,046

投資損失引当金の増減額（△は減少） 5

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） 464

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 111

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 56

睡眠預金払戻損失引当金の増減（△） △360

偶発損失引当金の増減額（△は減少） 68

ポイント引当金の増減額（△は減少） △129

資金運用収益 △158,608

資金調達費用 39,719

有価証券関係損益（△） △6,281

金銭の信託の運用損益（△は運用益） △84

固定資産処分損益（△は益） 385

特定取引資産の純増（△）減 3,861

特定取引負債の純増減（△） 2,989

貸出金の純増（△）減 △482,517

預金の純増減（△） 268,903

譲渡性預金の純増減（△） △97,368

借用金の純増減（△） △44,972

預け金（日銀預け金を除く）の純増（△）減 △40,649

コールローン等の純増（△）減 △128,447

買入金銭債権の純増（△）減 △10,832

コールマネー等の純増減（△） △11,417

売現先勘定の純増減（△） 61,471

債券貸借取引受入担保金の純増減（△） 387,775

外国為替（資産）の純増（△）減 3,444

外国為替（負債）の純増減（△） △1,861

リース債権及びリース投資資産の純増（△）減 △2,066

普通社債発行及び償還による増減（△） 4,367

信託勘定借の純増減（△） △56

資金運用による収入 156,157

資金調達による支出 △33,830

その他 △59,991

小計 △59,613

法人税等の支払額 △12,877

営業活動によるキャッシュ・フロー △72,490
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(単位：百万円)
当連結会計年度

(自 2022年４月１日
　至 2023年３月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 △2,571,773

有価証券の売却による収入 1,987,567

有価証券の償還による収入 174,800

金銭の信託の増加による支出 △5,295

有形固定資産の取得による支出 △4,661

無形固定資産の取得による支出 △8,104

有形固定資産の売却による収入 677

投資活動によるキャッシュ・フロー △426,789

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △16,043

非支配株主への配当金の支払額 △2

自己株式の取得による支出 △4,705

自己株式の売却による収入 86

新株予約権付社債の償還による支出 △39,813

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得
による支出

△1,400

財務活動によるキャッシュ・フロー △61,878

現金及び現金同等物に係る換算差額 2

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △561,155

現金及び現金同等物の期首残高 2,129,843

現金及び現金同等物の期末残高 1,568,687
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(会計方針の変更)

(時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用)

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下「時価算定

会計基準適用指針」という。）を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-2項に定める

経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用することとい

たしました。なお、当連結会計年度における影響はありません。
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(企業結合等関係)

(共通支配下の取引等)

　１．単独株式移転による持株会社の設立

　(1) 取引の概要

① 結合当事企業の名称及びその事業の内容

結合当事企業の名称 事業の内容

株式会社静岡銀行 銀行業

② 企業結合日

2022年10月３日

③ 企業結合の法的形式

単独株式移転による持株会社の設立

④ 結合後企業の名称

株式移転設立完全親会社 株式会社しずおかフィナンシャルグループ

⑤ その他取引の概要に関する事項

当社は、グループ各社の自立と連携によるグループ経営の更なる強化を図りつつ、経営環境に応じた柔軟

かつ強固なガバナンス体制を構築し、地域の成長に貢献する新たな事業領域を拡大していくことで、「すべ

てのステークホルダーの価値の最大化」を目指して、設立されました。

当社は、当社の完全子会社である静岡銀行が保有する子会社関連会社株式のうち、次の株式の全てを、静

岡銀行から現物配当を受ける方法を用いて2022年10月３日付で取得し、当該５社を当社の直接出資の連結子

会社及び持分法適用関連会社としております。

Ａ 子会社

静銀経営コンサルティング株式会社

　 静銀リース株式会社

静岡キャピタル株式会社

　 静銀ティーエム証券株式会社

Ｂ 関連会社

　 マネックスグループ株式会社

また、静岡銀行が保有する当社株式は、本株式移転の効力発生時において静岡銀行が保有する自己株

式１株に対して、その同数の当社の普通株式が割当交付されたものであり、法令の定めに従い速やかに

処分しました。

　 (2）実施した会計処理の概要

「企業結合に関する会計基準」(企業会計基準第21号 2019年１月16日)及び「企業結合会計基準及び事業

分離等会計基準に関する適用指針」(企業会計基準適用指針第10号 2019年１月16日)に基づき、共通支配下

の取引等として処理しております。

　２．子会社株式の追加取得

　 (1) 取引の概要

　 ① 結合当事企業の名称及びその事業の内容

結合当事企業の名称 事業の内容

静岡キャピタル株式会社 株式公開支援業務、中小企業再生支援業務

② 企業結合日

　 2022年10月４日

　 ③ 企業結合の法的形式

　 非支配株主からの株式取得

　 ④ 結合後企業の名称

　 変更ありません

　 ⑤ その他取引の概要に関する事項

　 持株会社体制移行に伴い、当グループ内の連携やシナジーの更なる強化の観点から、非支配株主が保有

する株式を取得し完全子会社化したものであります。

　 (2) 実施した会計処理の概要

「企業結合に関する会計基準」(企業会計基準第21号 2019年１月16日)及び「企業結合会計基準及び事業

分離等会計基準に関する適用指針」(企業会計基準適用指針第10号 2019年１月16日)に基づき、共通支配下

の取引等のうち、非支配株主との取引として処理しております。
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(3) 子会社株式を追加取得した場合に掲げる事項

　 被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

　 取得の対価 現金預け金 1,400百万円

　 取得原価 1,400百万円

(4) 非支配株主との取引に係る当社持分変動に関する事項

　 ① 資本剰余金の主な変動要因

　 子会社株式の追加取得

　 ② 非支配株主との取引によって減少した資本剰余金の金額

　 270百万円
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(セグメント情報)

１ 報告セグメントの概要

当グループの報告セグメントは、当グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、総合予算

計画に関する最高意思決定機関であるグループ統合リスク・予算管理会議が経営資源の配分の決定及び業績を評価

するために、定期的に検討を行う対象となっているものです。

当グループは、銀行業務を中心にリース業務などの金融サービスの提供を主体に事業活動を展開しており、「銀

行業」「リース業」を報告セグメントとしております。

「銀行業」は預金業務、貸出業務、有価証券投資業務、為替業務を中心とした銀行業務を行っており、「リース

業」はファイナンス・リース取引を中心としたリース業務を行っております。

２ 報告セグメントの変更等に関する事項

　2022年10月３日の、当社設立及びグループ内組織再編に伴い事業セグメントの区分を見直し、静岡銀行子会社等

のうち従来「その他」に含めていた静銀ＩＴソリューション等の事業セグメントを「銀行業」に変更しておりま

す。

３ 報告セグメントごとの経常収益、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

当連結会計年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント
その他 合計 調整額

連結
財務諸表
計上額銀行業 リース業 計

経常収益

外部顧客に対する
　経常収益

242,547 35,069 277,617 9,769 287,386 － 287,386

セグメント間の内部
経常収益

2,045 1,137 3,182 531 3,713 △3,713 －

計 244,592 36,206 280,799 10,300 291,100 △3,713 287,386

セグメント利益 70,506 1,566 72,073 2,108 74,182 △217 73,964

セグメント資産 15,546,547 120,659 15,667,207 851,157 16,518,364 △863,478 15,654,886

セグメント負債 14,485,918 97,506 14,583,424 18,665 14,602,089 △95,308 14,506,781

その他の項目

減価償却費 16,812 1,022 17,834 137 17,972 △6 17,965

資金運用収益 159,603 9 159,613 62 159,675 △1,067 158,608

資金調達費用 39,253 259 39,512 448 39,960 △240 39,719

　持分法投資利益 51 － 51 366 417 － 417

　特別利益 459 － 459 2,265 2,724 △2,538 186

　(固定資産処分益) (186) (－) (186) (－) (186) (－) (186)

　(新株予約権戻入益) (272) (－) (272) (－) (272) (△272) (－)

　(現物配当差益) (－) (－) (－) (2,265) (2,265) (△2,265) (－)

　特別損失 827 2 830 － 830 － 830

　(固定資産処分損) (569) (2) (571) (－) (571) (－) (571)

　(減損損失) (258) (－) (258) (－) (258) (－) (258)

持分法適用会社
　への投資額

1,267 － 1,267 18,019 19,287 － 19,287

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

12,057 569 12,626 149 12,776 △10 12,766

(注) １ 一般企業の売上高に代えて、経常収益を記載しております。
２ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれないものであり、国内金融商品取引業務、経営コンサルティン
グ業務及び株式公開支援業務等を含んでおります。

３ 調整額は、次のとおりであります。
(1) セグメント利益の調整額△217百万円は、セグメント間取引消去であります。
(2) セグメント資産の調整額△863,478百万円は、セグメント間取引消去であります。
(3) セグメント負債の調整額△95,308百万円は、セグメント間取引消去であります。
(4) 減価償却費の調整額△6百万円は、未実現損益に係る調整であります。
(5) 資金運用収益の調整額△1,067百万円は、セグメント間取引消去であります。
(6) 資金調達費用の調整額△240百万円は、セグメント間取引消去であります。
(7) 特別利益の調整額△2,538百万円は、新株予約権戻入益及び現物配当差益の調整であります。
(8) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額△10百万円は、未実現損益に係る調整であります。

４ セグメント利益は、連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。
５ 2022年10月３日付で新規設立したしずおかフィナンシャルグループは、「その他」に含めております。
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(１株当たり情報)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

１株当たり純資産額 2,050円65銭

１株当たり当期純利益 92円92銭

潜在株式調整後１株当たり当期純利益 91円01銭

(注) １ １株当たり純資産額の算定上の基礎は、次のとおりであります。

当連結会計年度
(2023年３月31日)

純資産の部の合計額 百万円 1,148,105

純資産の部の合計額から控除する金額 百万円 272

　（うち新株予約権） 百万円 272

　（うち非支配株主持分） 百万円 －

普通株式に係る期末の純資産額 百万円 1,147,832

１株当たり純資産額の算定に用いられた
期末の普通株式の数

千株 559,739

(注) ２ １株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、次のとおりでありま

す。

当連結会計年度
(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

１株当たり当期純利益

　親会社株主に帰属する当期純利益 百万円 52,397

　普通株主に帰属しない金額 百万円 －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純利益

百万円 52,397

　普通株式の期中平均株式数 千株 563,848

潜在株式調整後１株当たり当期純利益

　親会社株主に帰属する当期純利益調整額 百万円 503

　 （うち支払利息(税額相当額控除後)） 百万円 503

　普通株式増加数 千株 17,377

　 （うち転換社債型新株予約権付社債） 千株 17,061

　 （うち新株予約権） 千株 315

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後
１株当たり当期純利益の算定に含めなかった
潜在株式の概要

－

(注) ３ 普通株式の期中平均株式数は、当社が2022年10月３日に単独株式移転により設立された会社であるため、会

社設立前の2022年４月１日から2022年10月２日までの期間については、静岡銀行の期中平均株式数を用いて計

算し、2022年10月３日から2023年３月31日までの期間については、当社の期中平均株式数を用いて計算してお

ります。

(重要な後発事象)

自己株式の消却

当社は、2023年５月11日開催の取締役会において、会社法第178条の規定に基づく自己株式の消却を行うことにつ

いて次のとおり決議しました。

１．消却する株式の種類 当社普通株式

２．消却する株式の総数 10,000,000株

３．消却予定日 2023年５月31日

　

㈱しずおかフィナンシャルグループ(5831）　2023年3月期　決算短信

-15-



㈱  静 岡 銀 行 の 役 員 異 動 

 

 

１．退任予定取締役        2023 年 6 月 16 日付株主総会をもって退任の予定 

現 取締役会長           中 西 勝 則   （2022年10月3日 ㈱しずおかフィナンシャルグループ代表取締役会長就任済） 

 

２．専務執行役員への昇格予定者 2023 年 6 月 16 日開催の取締役会において次のとおり選任の予定 

専務執行役員               伊 藤 徳 直   （現 常務執行役員 西部カンパニー長） 

 

３．退任予定専務執行役員    2023 年 6 月 16 日開催の取締役会をもって退任の予定 

現 専務執行役員 杉 田 光 秀   

 

４．新任取締役候補        2023 年 6 月 16 日付株主総会および取締役会において次のとおり選任の予定 

  取締役 常務執行役員     梅 原 弘 充   （現 常務執行役員 所管：経営企画部） 

 

５．新任監査役候補 2023 年 6 月 16 日付株主総会において次のとおり選任の予定 

  監査役（非常勤）       清 川 公 一   （㈱しずおかフィナンシャルグループ監査等委員である取締役） 

 

６．退任予定監査役        2023 年 6 月 16 日付株主総会をもって退任の予定 

  現 監査役（常勤）      齊 藤 宏 樹    

 

７．常務執行役員への昇格予定者   2023 年 6 月 16 日開催の取締役会において次のとおり選任の予定 

常務執行役員         那 須 田 博 久（現 執行役員 浜松営業部長） 

  常務執行役員         有 海 隆 之  （現 執行役員 所管：信用サポート部・企業経営サポート部） 

 

８．執行役員への昇格予定者      2023 年 6 月 16 日開催の取締役会において次のとおり選任の予定 

執行役員                     吉村 重幸    （現 理事 富士中央支店長） 

執行役員                     藤島 秀幸    （現 理事 経営管理部長） 

 

９．退任予定執行役員      2023 年 6 月 16 日開催の取締役会をもって退任の予定 

 

現 執行役員     山 本 規 政  （静銀 IT ソリューション㈱代表取締役会長 

および㈱ティージェイエス代表取締役社長就任予定） 

                 ※静銀 IT ソリューション㈱ 現 代表取締役会長の飯尾秀人は退任予定 
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